
浦
安
市
は
、
７
月
２２

日
「
液
状
化
対
策
技
術
検
討
委
員

会
」
の
「
第
１
回
合
同
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
会
議
の
委
員
構
成
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

新
聞
各
紙
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
、
東
京
湾
沿
岸
で
液
状

化
現
象
が
確
認
さ
れ
た
面
積
は
、

「
世
界
最
大
」
だ
っ
た
と
報
道

し
、
地
盤
工
学
の
専
門
家
は
「
一

度
液
状
化
し
た
場
所
は
、
規
模
の

大
き
な
余
震
や
地
震
で
再
び
液
状

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。
液
状
化
対
策
を
復
興

計
画
に
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
む
か

は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
左
右

す
る
重
大
な
課
題
で
す
。

６
月
議
会
で
、
市
は
液
状
化
に
対

す
る
今
後
の
対
応
策
を
調
査
検
討

す
る
た
め
の
「
液
状
化
対
策
技
術
検

討
委
員
会
」
の
設
置
を
約
束
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
会
議
は
「
自
由

闊
達
に
ご
検
討
頂
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
し
て
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

な
ぜ
公
開
し
な
い
の
か
と
市
民

の
中
か
ら
は
、
公
開
を
求
め
る
と
と

も
に
復
興
計
画
の
策
定
に
市
民
参

加
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

ｋ

石原 研而 中央大学研究開発機構教授

東京大学名誉教授

安達 俊夫 日本大学理工学部建築学科教授

新井 洋 国土技術政策総合研究所

建築研究部構造基準研究室 主任研究官

規矩 大義 関東学院大学 社会環境システム学科教授

小西 康彦 全国上下水道コンサルタント協会

災害時支援委員会 耐震対策小委員会委員長

佐々木哲也 独立行政法人土木研究所

材料地盤研究グループ（土質・振動チーム）

上席研究員

菅野 高弘 独立行政法人 港湾空港技術研究所

特別研究官（地震防災研究担当）

塚本 良道 東京理科大学 理工学部土木工学科准教授

東畑 郁生 東京大学大学院 工学系研究科

社会基盤学専攻教授

時松 孝次 東京工業大学大学院

理工学研究科建築学専攻教授

中井 正一 千葉大学大学院 工学研究科

建築・都市科学専攻教授

姫野 賢次 中央大学理工学部 都市環境学科教授

松下 克也 地盤工学会「造成宅地における耐震調査・検

討・対策方法に関する委員会」委員

安田 進 東京電機大学理工学部

建築・都市環境学系教授

横田 敏宏 国土技術政策総合研究所

下水道研究部下水道研究室長

入船 4-37-14
☎355-8526
minamotonton@
jcom.home.ne.jp

北栄 2-3-16-203
☎354-9269
m5mise@jcom.

home.ne.jp
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鯉渕 彰 千葉県 県土整備部技術管理課長

鶴岡 春美 千葉県企業庁 地域整備部建設課長

岩瀬 伸郎 千葉県水道局 技術部給水課長

羽田 克明
京葉ガス

導管部導管工事センター所長

吉田 隆行 東京電力千葉支店 京葉支社副支社長

杉本 章一

NTT 東日本設備部

アクセスサービス部門

京葉 FS・第一サービス担当課長

人見 孝

独立行政法人都市再生機構

都市環境企画室リーダー技術調査室

コスト管理・都市環境チームリーダー

石井 一郎
浦安市 理事（国土交通省出身で

前港湾空港技術研究所統括研究官）

合
同
会
議
は
３
回
の
開
催
を

予
定
し
、
そ
の
成
果
は
、
平
成
２４

年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

１０
月
上
旬
を
メ
ド
に
取
り
ま
と

め
、
年
内
に
報
告
書
を
全
体
的
に

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

検
討
委
員
会
の
下
に
は
、
地
盤

工
学
会
、
土
木
工
学
会
、
日
本
建

築
学
会
の
専
門
家
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
調
査
や
成
果
を
３
学
会
で
共

有
し
、
相
互
連
携
を
図
る
た
め
に
、

合
同
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

合同会議にはオブザーバーとして上表の委員が参加

します。

日本共産党市議団が案文をつくり他会派

や無会派議員に賛同をよびかけていた原発

にかんする２本の意見書が６月議会最終日

の７月４日、４対１６、５対１５で不採択となりま

した。採決には、両意見書に無会派の折本ひ

とみ議員が賛成しました。

提案理由のなかで元木美奈子議員は「日

本で原子力発電を続けることのあまりにも

巨大な危険を考えるならば、できるだけ速

やかに原発から撤退することが求められ

る」と主張し、美勢麻里議員は「１日も早く原

発危機の収束に当たるとともに、政治の責

任で被災者が明日への希望と展望がもてる

ようにすべき」と述べて賛同を求めました。

提出者：元木美奈子・美勢麻里・広瀬明子議員

提出者：美勢麻里・元木美奈子・広瀬明子・

水野 実議員


